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（ 特集 ） 

キウイフルーツの輸入 

キウイフルーツが人気！輸入もキウイ増！（急増） 

全国・近畿圏の 2019 年は過去最高！（輸入数量・金額とも） 

近畿圏の 2020 年 1-6 月分の輸入金額は前年比 3割増！ 

全国 近畿圏 
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近畿圏の 2020 年 1-6 月分は、 

数量 27,784 トン（前年比 25.8％増）、金額 126 億円（同 30.4％増） 

となり、過去最高の昨年を上回るペース 

全国の 2020 年 1-6 月分は、 

数量 70,140 トン（前年比 17.5％増）、金額 318 億円（同 21.6％増）

となり、過去最高の昨年を上回るペース 

首都圏は東京、千葉、神奈川、茨城、栃木、群馬、埼玉、山梨の１都７県 

中部圏は愛知、岐阜、三重、長野、静岡の５県 

近畿圏は大阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、和歌山の２府４県 

九州圏は福岡、山口、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄の９県 

2020 年 1-6 月 

全国 経済圏別 

輸入構成比 

内円:数量 

外円:金額 

2020 年 1-6 月の全国における 

経済圏別の輸入構成比は 

近畿圏が数量 39.6％、金額 39.8％、 

首都圏が数量 57.3％、金額 57.2％ 

となっており、 

以上の 2 経済圏で全国の約 97％を占めている。 

・ ・ 
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（参考 計表） 

  

  

  

 

 

 

 

近畿圏　輸入数量・金額　年別推移 全国　輸入数量・金額　年別推移
年 数量(トン) 前年比 金額(百万円） 前年比 年 数量(トン) 前年比 金額(百万円） 前年比

2010 22,055 107.2% 7,054 104.1% 2010 62,963 107.6% 21,046 107.0%
11 25,269 114.6% 7,976 113.1% 11 65,895 104.7% 21,046 100.0%
12 22,922 90.7% 7,630 95.7% 12 63,970 97.1% 21,900 104.1%
13 22,017 96.1% 7,763 101.7% 13 58,747 91.8% 20,460 93.4%
14 24,189 109.9% 8,135 104.8% 14 65,061 110.7% 22,211 108.6%
15 29,501 122.0% 10,157 124.8% 15 78,648 120.9% 27,225 122.6%
16 34,175 115.8% 11,335 111.6% 16 93,192 118.5% 31,182 114.5%
17 35,558 104.0% 13,254 116.9% 17 92,981 99.8% 34,940 112.1%
18 38,701 108.8% 14,777 111.5% 18 106,082 114.1% 40,952 117.2%
19 41,096 106.2% 17,171 116.2% 19 106,500 100.4% 44,762 109.3%

19.1-6 22,095 9,689 19.1-6 59,677 26,117
20.1-6 27,784 125.8% 12,636 130.4% 20.1-6 70,140 117.5% 31,759 121.6%

近畿圏　2020年1-6月分　国別構成比 全国　2020年1-6月分　国別構成比
国名 数量(トン) 数量構成比 金額(百万円） 金額構成比 国名 数量(トン) 数量構成比 金額(百万円） 金額構成比

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 26,557 95.6% 12,281 97.2% ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 65,401 93.2% 30,270 95.3%
アメリカ 588 2.1% 213 1.7% アメリカ 3,137 4.5% 1,115 3.5%
チリ 497 1.8% 105 0.8% チリ 1,155 1.6% 252 0.8%
その他 142 0.5% 38 0.3% その他 446 0.6% 122 0.4%

全世界 27,784 100.0% 12,636 100.0% 全世界 70,140 100.0% 31,759 100.0%

全国　2020年1-6月分　経済圏別構成比
経済圏 数量(トン) 数量構成比 金額(百万円） 金額構成比

北海道 306 0.4% 142 0.4%
首都圏 40,188 57.3% 18,164 57.2%
中部圏 730 1.0% 322 1.0%
近畿圏 27,784 39.6% 12,636 39.8%
九州圏 1,132 1.6% 494 1.6%

2020 年 1-6 月 

 全国 

 国別構成比 

2020 年 1-6 月 

 近畿圏 

 国別構成比 

内円:数量 

外円:金額 

輸入増加の背景として 

・昨今の情勢により、家にいる時間が増えているなか、業界による効果的な広報活動により、キウイフルーツが食卓

に出される機会が増えたこと 

・最近は、特に若い世代を中心に、キウイフルーツがおいしく、美容・健康によいという認識が進み、また、改良さ

れた甘いトロピカルな風味のキウイフルーツも人気があり、それに伴い輸入も増加しているもの 

と業界ではみている。 

今後については、まだバナナやリンゴなどに比べ、日本の食卓のフルーツとしてマイナーな存在であるキウイフル

ーツは、より受け入れられる余地があり、その人気とともに輸入も増加していくことを業界では期待している。 

・ 輸入統計品目番号 0810.50-000（キウイフルーツ）に分類されるものを集計 

・ 2019 年までは確定値、2020 年 1-6 月は輸入 9桁速報値 

・ 2020 年の前年比は対前年同期比 

 

※ 本資料を他に転載するときは大阪税関の資料に基づく旨を注記してください。  

※ 本資料に関するお問い合わせは大阪税関調査部調査統計課まで。（電話 06-6966-5385） 


